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18.かれはどんなものから，かれを創られるのか。 

19.一滴の精液からである。かれは，かれを創り，それから五体を整えられ， 

20.（母の胎内からの）かれの道を容易になされ， 

21.やがてかれを死なせて墓場に埋め， 

22.それから御望・の時に，かれを甦らせる。 

23.いや，かれが命じられたことを，（不信仰者は）果さなかった。 

24.かれに，自分の食物に就いて考えさせて・るがよい。 

25.本当にわれは，水（雨）を豊かに注ぎ， 

26.次いで大地を裂いて切れ切れにし， 

27.そこに生長させるものには，穀物， 

28.またブドーや青草， 

29.オリーブやナツメヤシ， 

30.繁茂した庭園， 

31.果物や牧草（がある）。 

32.あなたがたとあなたがたの家畜のための用益である。 

33.やがて，（終末の）一声が高鳴り， 

34.人が自分の兄弟から逃れる日， 

35.自分の母や父や， 

36.また自分の妻や子女から（逃れる日）。 

37.その日誰もかれも自分のことで手いっぱい。 

38.（或る者たちの）顔は，その日輝き， 

39.笑い，且つ喜ぶ。 

40.だが（或る者たちの）顔は，その日挨に塗れ， 

41.暗黒が顔を覆う。 

42.これらの者こそ，不信心な者，放蕩者である。 

SURA 81.包・隠す章 〔アッ・タクウィール〕 
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 

1.太陽が包・隠される時， 
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2.諸星が落ちる時， 

3.山々が散る時， 

4.孕んで10ケ月の雌駱駝が等閑にされる時， 

5.様々な野獣が（恐怖の余り）群をなし集まる時， 

6.大洋が沸きたち，(漆?)れる時， 

7.それぞれの魂が（肉体と）組・合わされる時， 

8.生き埋められていた（女児が） 

9.どんな罪で殺されたかと問われる時， 

10.（天の）帳簿が，開かれる時， 

11.天が（則？）ぎ取られる時， 

12.獄火が炎を上げさせられる時， 

13.楽園が近付く時， 

14.（その時）凡ての魂は，先に行った（善悪）の所業を知るであろう。 

15.わたしは沈・ゆく諸星において誓う。 

16.（軌道を）運行して没する（諸星において） 

17.暗闇を迎える夜において， 

18.夜明けを迎える朝において（誓う）。 

19.本当にこれ（クルアーン）は，高貴な使徒（ジブリール）の（アッラーからの）言葉 

20.（かれは）玉座の主の御前で（尊厳される地位の）座につく，力のある， 

21.従われ，信頼される（使徒である）。 

22.（人びとよ）あなたかたの仲間（ムハンマド）は，気違いではない。 

23.かれは，明るい地平線上にはっきりとかれ（ジブリール）を見た。 

24.かれは幽玄界（の知っていること）を出し借しまない。 

25.それ（クルアーン）は，呪われた悪魔の言葉でもない。 

26.それなのにあなたがたは（それらのことを信用せず）何処へ行くのか。 

27.これ（クルアーン）こそは，万人への教訓に外ならない。 

28.それはあなたがたの中，誰でも正しい道を歩・たいと望む者のためのものである。 
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29.だが万有の主，アッラーの御望・がない限り，あなたがたはこれを望むことも出来ないので

ある。 

SURA 82.裂ける章 〔アル・インフィタール〕 
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 

1.天が，微塵に裂ける時， 

2.諸星が散らされる時， 

3.諸大洋が(溢?)れ出される時， 

4.墓場があばかれる時， 

5.それぞれの魂は，既にしたことと，後に残したことを知る。 

6.人間よ，何があなたを恵・深い主から惑わせ（背かせ）たのか。 

7.かれはあなたを創造し，形を与え，（均整のとれた体に）整え， 

8.かれの御心の儘に，形態をあなたに与えられた御方である。 

9.いや，あなたがたは審判を嘘であると言う。 

10.本当にあなたがたの上には2人の看守（天使）がいるが， 

11.かれらは気高い記録者で， 

12.あなたがたの所行を知っている。 

13.敬虔な者は，必ず至福の中にいる。 

14.罪ある者は，きっと火の中にいて， 

15.審判の日，かれらはそこで焼かれ， 

16.そこから，逃れられない。 

17.審判の日が何であるかを，あなたに理解させるものは何か。 

18.一体審判の日が何であるのかを，あなたに理解させるものは何か。 

19.その日，どの魂も外の魂のために（役立つ）何のカも持たない。命令は，その日アッラーの

もの。 

SURA 83.量を減らす者章 〔アル・ムタッフィフィーン〕 
慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。 

1.災いなるかな，量を減らす者こそは。 

2.かれらは人から計って受け取る時は，十分に取り， 


